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本別町立仙美里中学校 乙戸 貴宏 

１．はじめに 

 全校生徒２７名の仙美里中学校に赴任して２年目を過ぎようとしているが、以前勤務していた都市

部の学校と比べて外部的な刺激が少なく、休み時間、放課後の会話が極端に少ないことが、大変気に

なっていた。 

 また、国内外における時事問題、事件・事故、青少年に関わる非行行為など自分と関わりの薄いと

思われることについて興味・関心を持ちにくく、そこから学はなければいけない関係性を探求する力

が不足している。中学生としての常識や自立していくための社会性を学ぶ機会が都市部と比べて極端

に少ないと感じていた。学校と家庭のみが生徒の世界観なのである。 

そこで、実態を把握するために生徒に学校生活の休み時間・放課後（部活動までの時間）と家庭生

活の会話の内容のアンケートをとったところ、以下のような結果になった。 

（表１）学校生活、家庭生活での会話内容 （平成１９年４月実施） 

学年 学校生活（上位３位まで） 家庭生活（上位３位まで） 

１ １．ゲーム ２．ＣＤ  ３．雑談 １．話さない ２．ＴＶ番組 ３．学校 

２ １．友だち ２．ゲーム ３．ＴＶ番組 １．学校  ２．話さない ３．ＴＶ番組 

３ １．マンガ ２．ＴＶ番組 ３．思い出 １．勉強  ２．生活習慣 ３．ＴＶ番組 

 

 アンケート後、個別に調査したところ、会話は特定の人に限られ、休み時間毎の会話には変化がな

く、登校時の教室の中に会話が一言もない学年もあった。 

さらに、学校生活と家庭生活の中で新聞記事や昨今のニュースについて会話があるかという問い

に対しては、ほとんどの生徒が話すことは無いに近いということが分かった。 

このアンケートからは読み取れることは、幼少から中学生になるまで人間関係が変わらず、変化

の無い毎日が会話の希薄さにつながっているように感じる。このような少人数の学校・学級でさえ

特定の友人しか話さない現状がある。 

 この実態を打破するためのきっかけとして、わたしは新聞を活用しそれが「社会性」を身につけ

る大きな教育効果を上げるものだと信じ実践を行っているところである。今回の発表では、新聞を

活用し、社会的な意識を持たせるまでの過程であり、導入・展開・まとめに例えると、導入・展開

までの歩みを報告させていただきたい。 

 

２．取り組みの概要 

（１）教師の意識 

    わたしの勤務している本別町立仙美里中学校はＮＩＥ実践校に指定されているわけでも

なく「新聞」に対する、教師側の意識もさほど高いものではなかった。ＮＩＥの推進にあた

って教師一人一人が意識を変化させ、学級、学校全体で活動しなければ独りよがりになって

しまうであろう。そこで、実践を始めるにあったって、教師がどう考えているのか実態を把

握することにした。  
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（表２）新聞に関する教員向けアンケート（任意） 

この結果からは、わたしの勤務している       

中学校にも新聞の効果を高く評価している  

教師がおり連携を取りながら、実践を行う 

ことが可能であることが分かった。しかし、 

大多数の教師が新聞に対する意識に良いイ 

メージばかりを持っているわけではなく、 

現段階で学校全体としての取り組みが難し 

いと考える。その反面、新聞を読むことは 

生徒には必要だと考えていることもあり、 

教師自らが新聞をしっかり読み、生徒へ正   

しい情報を提供するためのスキルを高め、分析するだけの気持ちを高めていかなければならな

い。まずは、わたし自身が生徒とともに学ぶ姿勢を示し、そこで、生徒の実態を把握した上で

個人としてできることを考えた。 

 

（２）生徒の意識                （表３）新聞に関する生徒向けアンケート（全校生徒） 

   教師同様何らかの形で新聞に接している生徒が  

多いことが分かった。しかし、新聞のタイトルを  

「見る」こと、天気予報を「見る」ことが「読む」  

ことと考えているようである。 

 興味の方法性が、「国際」「教育」「福祉」「政治  

経済」に向かっている生徒が少ないこともあり、 

新聞から発信される情報を読み取ることができて   

いない。そのことは、各教科の授業展開において 

も同様のことが言え、「意見を持てない」「発想力が弱い」「人任せにする」など仙美里中学校

の直面する課題である。新聞から共通の課題を持たせ、考える場面を増やすことは、新たな刺

激を生み出し、社会性を高めることにつながるのではないかと考えた。 

 

（３）情報発信源の設置（ＮＩＥコーナー） （十勝毎日新聞２００７年１１月５日号より） 

   本年度４月より本校２階多目的スペースに新聞（北

海道新聞、十勝毎日新聞、朝日新聞）を自由に閲覧で

きるコーナーを設けた。新聞を取っていない家庭もあ

り、話題の共通化をはかる重要な拠点として考えてい

る。 

   ＮＩＥコーナーには教師が注目する新聞記事を掲

載し、生徒の意見、考えを述べるコーナーや、生徒が

注目する新聞記事を掲示するスペースも併設してい

る。話すことが苦手な生徒でも、書くことで気持ちを伝え、意外な考え方を発見できる機会と

なっている。４月当初よりＮＩＥコーナーで「新聞記事を読んだか」という統計をとっている

が、徐々に読む回数や読む記事の幅が広がってきていることがうかがえる。 

新聞を購入 いる ８０％ いない ２０％ 

読んでいるか 読む ５０％ 時々 ３０％ ない ２０％ 

新聞を使った授業 ある ２０％ ない ８０％  

生徒が新聞を読む 必要 ９０％ よく分からない １０％ 

自由意見 ・新聞によってはただの情報誌 

・同じ記事でも視点の違いから論点が変わる 

・テレビ、インターネットで充分 

・意識が低い教師には無理 

・記者の力量に差がある  

 家庭で（平成１９年４月実施） 

読んでいるか いる ８０％ いない ２０％ 

どのような記事を スポーツ、天気、地域（上位３位） 

どのように 見るだけ７０％ タイトルのみ１０％

自由意見 ・広告が多い 

・デタラメな記事も多い 

・一番早くニュースを知る手だて 
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読 む 

コメント 

分 析 

紹 介・発 表 

会 話 

社会性が身に付く 

（４）新聞記事を読み取る            （表４）新聞に関する生徒向けアンケート（全校生徒） 

ＮＩＥコーナーを設置して、半年も過ぎると新聞を 

読むということに生徒の拒絶反応が少なくなってき  

た。（表４）参照 

   １０月を過ぎる頃には、４月当初では考えられない   

くらい新聞が生活の一部になっていた。多くの生徒が 

新聞を読んでおり、自分なりの意見をそこで感じとる 

ことができてきたようである。 

休み時間・放課後において「あの新聞記事読んだ」 

や「先生、あそこの国であんなことがあったんですよ」 

などこちらが知らない情報を提供してくれる生徒も出てきた。ちょっとしたきっかけが生徒を変容

させることがあると気づかされた。 

新たな新聞記事を使った取り組みとして、読む以外に３つの取り組みを生徒に提案した。ただ、

取り組むだけでなく課題毎にポイントが付くというゲーム性を持たせた。（図参照） 

      

      

   ア．４つの取り組み 

     １１月にかかる頃には生徒の「読む」という目標から「読み取る」という目標に変わってき

た。ただ、生徒には個人差があり同一のものを提供するということが難しくなっていた。そこ

で今まで行っていた新聞を読むということをレベル１と考え、更に３つの系統立てた課題を提

供することにした。イメージ図としては（表５）の通りである。 

 （表５） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NIE ｺｰﾅｰで 平成１９年１０月実施 

読んでいるか いる ８0％ いない ２0％ 

どのような記事を 事件・事故、コラム、スポーツ 

どのように しっかり読む40％ タイトル30％

見るだけ 30％ 

自由意見 ・家で新聞の話題が増えた 

・賢くなった気がする 

・友だちと新聞記事について話す 

レベル１  読みとる力 

 

レベル２  考える力 

 

レベル３  分析する力 

 

レベル４  伝える力 
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     レベル１    

  （読みとる力） 

 

 

 

 

 

           ＮＩＥコーナーにおいて様々な新聞に触れ、自分自身がどのようにその記事を読み、情報を

得るかという力を養う。また、生徒の様々な意見に触れることにより多方向の意見を受け入れ

ることができる。それが、「読みとる力」に結びつくのではないか。 

 

   レベル２     

  （考える力） 

 

 

 

 

 

 

        生徒には「読みとる力」と同時に書くという作業を通じて「考える力」を身につけさせるこ

とにした。「考える力」の差に関係なく活動ができ、多くの生徒が自分の考えを自分の言葉で

コメントしている。 

 

レベル３ （分析する力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここの段階にくると難しいと

考える生徒が出てきた。しかし、

ＳＴＥＰ１では物足りなさを感

じている生徒にとっては、やり甲

斐のあるものと感じている。ここでは、新聞を自分自身で分析するという作業を行う。新聞

を自ら「タイトル」や「いつ」「どこ」「だれ」「なに」最後に「感じたこと」を書く。 
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レベル４ （伝える力） 

       

 

 

 

 

 

 

 

ここでは単に情報を読み取るだけではなく、生徒自身が情報の発信者となり周りの仲間、教

師に対して考えて欲しいことの「伝える力」を育成することを目的にしている。 

 

         更に、ＳＴＥＰ４の応用として“For Question Strategy”（上越教育大学 小林辰至）を使

った授業を選択英語（全学年）で行った。“For Question Strategy”とは生徒が抱く疑問を「な

ぜ」「事実」「だろう」というように、生徒自身が仮説を立てていく技法である。 

 

＊＊＊授業の流れ＊＊＊ 

    １．ポイントを探す（５分） 

本時の展開で使う、新聞記事をグループに配り、 

      記事を読みながら教師の意図するポイントは何なの 

かを話し合う。 

 

    ２．グループ内討議（１５分） 

教師が本時の展開で考えさせたいポイントを伝え   

      For Question Strategy 用紙（右図）を配布し、そ 

れぞれの STEP 毎の話し合いをさせる。 

      STEP１ 課題設定 STEP２ 影響 ブレインストーミング 

      STEP３ 関係性  STEP４ 測定方法 

 

３．全体発表（１５分） 

       グループ内で討議した内容を全体に発表する。 

     （異学年でグループを構成していることで、上級生 

      が下級生に伝えるということが見られる） 

 

 

    ４．仮説設定（１０分） 

       全体発表をもとに仮説をたてる。 

     （ＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ４をもとにグループ全体で 

      多くの仮説をたてさせる。） 
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        ５．まとめ（５分） 

       仮説をもとに自分たちに今なにができるか考える。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成果と課題 

   社会性という言葉を調べたところ１．集団をつくり他人とかかわって生活しようとする、人間の

本能的性質・傾向。社交性。２．社会生活を重要視する傾向（大辞林より）と書いてあった。この

目標を達成するために指導者として「新聞」という媒体を選び使うことにした。この１年間、生徒

は指導者の気持ちを汲み取り、予想を上回る活動をしてくれた。新聞を読むのがやっとだった生徒

が、記事の感想を書き、授業に参加するまでの変貌をみせてくれた。 

生徒は大規模、小規模という学校規模に関係ない「教育の機会均等」を与える必要がある。教師

が少し意識を変えるだけで劇的に生徒が変わるのだと言うことが分かった。指導者としての「でき

ない」という決めつけが、生徒の活動を抑えていたに違いないという反省が残った。 

「新聞」には様々な情報が隠されている。教師のアンケートにもあったが、確かに「でたらめな

記事」もあるかもしれない。それは、テレビ、本、インターネットにも同じことが言え、その情報

を正確に伝えることは各教師のセンスにかかっている。 

   これからの課題としては、一個人としての「新聞教育」を各教科、特別活動、総合的な学習にい

たる学校教育全体のものにしていかなければいけない。また、生徒はマンネリした活動を大変嫌う

傾向にある。指導者として、「新聞」をどう料理するか今後も考えていかなければいけない。 


